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▼報告書の扱い、および記入にあたっての注意点 

この報告書（精算報告書以外）は、ホームページなどで公開する予定ですので、広く読まれることを想定してご記入ください。また、編集段

階で、表記・表現等を事務局で編集する場合がありますので、あらかじめご了承ください。語尾の表現は「です・ます」調でお願いします。報告

書に掲載するため活動の内容がよくわかる写真（２枚程度。写真の肖像権問題がないものの提出をお願い致します）を添付して下さい。 

 

１．助成プロジェクト名 

嵐山こども食堂・真如苑助成お弁当＆フードパントリー事業 

２．プロジェクトの内容（※当初予定と変更がない場合は、応募申請書に記載のものでも可） ３００文字程度 

嵐山こども食堂では毎月２回こども食堂の開催とフードパントリー事業を行っています。こども食堂ではお手伝いの方々に当日

午前９時に開催会場に集合していただき、お弁当の調理を開始し、午前１１時から午後２時まで嵐山こども食堂を実施してお

弁当を販売します。お弁当は子供１００円（専門学校生・大学生迄）大人３００円で販売します。フードパントリーでは約１ヶ月掛

けて個人様や企業様からのお米や食材を募集し、開催日に５０名程のお手伝いの方々に仕訳けていただいてフードパントリー

を実施しています。嵐山こども食堂開催日にはおもちゃライブラリーを実施、子供達に知育玩具のレンタルを行っています。併

せて高校生や大学生達による学習支援として小学生や中学生の勉強指導を実施しています。 

３．プロジェクトの実施で得られた「結果」(OUTPUT。実施回数や参加者数など)、「成果」(OUTCOME。事業によって生ま

れた直接的な変化)、「社会的な変化」（IMPACT。事業が社会に与えた影響）などの『効果』 ３００文字程度 

嵐山こども食堂・真如苑助成お弁当＆フードパントリー事業 

結果・事業実施日・２６回実施 

 

２０２３年 

４月２日（日）８０人 

４月１５日（土）９０人 

４月１６日（日）２６０人 

５月２０日（土）１１０人 

５月２１日（日）２７０人 

６月１７日（土）１２０人 

６月１８日（日）２８０人 

７月１５日（土）１１０人 

７月１６日（日）２９０人 

８月２６日（日）１２０人 

８月２７日（日）３２０人 

９月１６日（土）１００人 

９月１７日（日）３００人 

１０月１４日（土）１１０人 

１０月１５日（日）３００人 

１１月１８日（土）１１０人 

１１月１９日（日）３２０人 



１２月１６日（土）１２０人 

１２月１７日（日）３２０人 

 

令和６年１月１４日（日） 

１月２０日（土）１１０人 

１月２１日（日）３１０人 

２月１７日（土）１１０人 

２月１８日（日）３００人 

３月１６日（土）１１０人 

３月１７日（日）３００人 

３月３１日（日）１００人 

 
成果 
 

しっかりと途切れることなくフードパントリー事業を実施することにより、来られるお客様はもち

ろん、御寄付をくださる方やお手伝いの方々、協力してくださる方々など、幅広く大きな活動に

繋がってきています。 

 

２０１５年１１月にスタートした嵐山こども食堂は、京都で１番最初に始まったこども食堂と言わ

れています。  

 

嵐山こども食堂はスタート以来、どなたでも参加可能なこども食堂として「お弁当を購入してい

ただいて応援」「お米やお菓子、食材の御寄付をしていただいて応援」「御寄付で応援」「お手

伝い参加で応援」のスタイルで８年以上続けてきました。 

 

長年に渡り毎回この日を楽しみに通ってくださる大勢のファンのお客様や、常日頃より御支援

御援助くださる多くの個人様や企業様、縁の下の力持ちのお手伝いの皆様の御蔭で、嵐山こ

ども食堂は２０２４年３月１７日（日）で第１０１回目の開催日を迎えることが出来ました。 

 

本当にありがとうございます。 

 

これからも国産米や国産野菜、そして国産の鶏肉・豚肉・牛肉使用にこだわり、温かい出来た

ての美味しいお弁当を作り続け、併せてフードパントリー活動（お米５キロと食材の無償配布）

とフードドライブ活動（食材の積極的募集）を継続していきます。 

 

社会的な変化 

 

この一年間で生協様や社会福祉協議会に活動の取り組みを記事に取り上げていただき、地域

の皆様にもご紹介していただいております。 

 

地元の小学校で授業の一環で SＤＧｓ活動（持続可能な開発目標）の取り組みを実施され、フ

ードドライブ活動（食材の積極的募集）をされて集められた食材を嵐山こども食堂事務局まで、



先生方と小学生達で運び込んでくださってます。 

 

地域の方々も自分達の地域は自分達で良くしていく、暮らしやすくしていくという意識に繋がっ

てきており、老若男女問わずきずなと循環が生まれてきています。 

４．プロジェクト実施にあたっての課題、今後の展望など ３００文字程度 

２０２３年１１月で８周年目を迎えることが出来た嵐山こども食堂ですが、まだまだ認知度は低
いと思われます。こども食堂はこどもだけが行く場所という誤った認識や、貧困家庭の行くとこ
ろと思われてる方も多いかと思います。実際京都ではそのような貧困家庭だけを対象に実施し
ておられるこども食堂も多いのも現実です。今後も活動を継続実施していく中で、活動内容を
日々改善しながら運営していくことも必要かと感じます。これからもお客様にアンケート調査を
定期的に実施し、得られた内容から活動にフィードバックしながら、お困りの方々に本当は何
が必要な援助かを考えていきます。 

５．参考資料 

 プロジェクトで作成したチラシ、パンフレットやマスコミで紹介された記事等のデータ。活動の様子がわか

る写真などを必ず別途ご提供ください 

 

 



    

    

 

 


